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Abstract Sleeping behavior of the butterfly, Ariadne ariadne pallidior Fruhstorfer (Lepidoptera, 
Nymphalidae) was studied in a greenhouse environment in relation to light intensity and atmos- 
pheric temperature. Sleeping behavior was compared between Ariadne ariadne pallidior and Idea 
leuconoe liukiuensis Holland. 
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チョ ウ 類 の 成虫 の 日 周 活動 , < (CRP RE E ORER L OMRICOM Ts, これ まで 多く の 研 
ATEA. COM ILHRE OBE DS A TE L TAA (江田 , 1982; Æ, 1997; 村田 ・ 
野原 , 2001) と , FARE & Sl, SV LHI} NZ CORREA OMe SI Spl (広瀬 , 1954; 秋山 他 , 
1969; 秋田 , 1979), さら に , これ ら が 体温 に 作用 する と 考察 され た 例 (Suzuki er al., 1985; Tsubuki & 
Takizawa, 1996) が ある . 筆者 ら は これ まで に 自然 環境 より も 安定 し て 調査 の で きる 放 蝶 温室 を 利用 
LC, $ 種 の チョ ウ 類 を 対象 に 環境 条件 と 日 周 活動 と の 関係 を 調査 し て きた (瀬田 ・ 井 上 , 1999; 瀬田 
他 , 1999a, b, 2000, 2004). し か し , チョ ウ 類 の 1 日 の 行動 を 知る に は , 昼間 だ け で な く 夜 間 の 睡眠 に 関す 
る 行動 も 調査 を する 必要 が ある . 日 周 活動 を 締め くく る 膝 眠 行動 に つい て は , これ まで アゲ ハチ ョ ウ 
Papilio xuthus Linnaeus (鈴木 他 , 1974), コム ラサ キ Apatura metis substituta Butler (長田 ・ 浜 , 1992), そし 
TAH (2000) に より 18 種 の チョ ウ 類 に つい て 野外 に お ける 睡眠 行動 が 報告 され て いる . け れ ど る ゃ も, 野 
外 に お いて 腹 眠 行動 を 調査 し た 場合 に は 再現 竹 を 礁 係 する の が 困難 で あり , また 環境 条件 も 一 定 で 
は な い . そこ で 瀬田 ・ 津 吹 (1998) は 放映 温室 を 利用 し て 十 数 種 の 蝶 類 の 睡眠 行動 を 観察 し , 睡眠 姿勢 
と 睡眠 場所 に つい て 概要 を 報告 し . さら に オオ ゴマ ダラ Idea leuconoe liukiuensis Holland の 腫 上 服 行動 
と 環境 cas く 分 析 し た ( 津 吹 ・ 瀬 田 , 2001). また , 瀬田 (2002) は 放 蝶 温室 内 で の モン シロ チョ ウ 
の 睡眠 に に つい て 報告 し て いる . 本 報 で は , 放 蝶 温室 で 累代 飼育 され て いる タテ ハチ ョ ウ 科 の カバ タテ 
?’ Ariadne ariadne pallidior Fruhstorfer を 対象 と し て , 腫 眠 行 動 と 環境 条件 に つい て 得 た 知見 を 報告 し 
オオ ゴマ ダラ と 比較 を 行なっ た . 






































































































































材料 ・ 調 査 場所 ・ 調 査 方 法 





調査 は 東京 都 足立 区 生物 園 (以下 , 生物 園 ) お よび 東京 都立 多 座 動物 公園 見 虫 生態 園 (以下 , 昆虫 生態 
園 ) で 行なっ た . 両 園 で 飼育 きれ て いる カバ タテ ハ は 八重 山 諸島 産 の 個体 を トウ ゴマ Ricinus communis 
L. を 用 いて 索 代 飼育 し た も の で ある . 両 園 の 温室 で 成虫 の 行動 を 調査 し た . 生物 園 の 温室 (Fig. l-a) 
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ist floor 2nd floor 








Fig. 1-a. The structure of the greenhouse in Biopark of Adachi. Each circle shows a tree. The larger 
circle means a taller tree. Main plants are as follows. Tall trees: Livistona chinensis, Cathea 
spinulosa, Machilus thunbergii, Ficus retusa; Short trees: Hibiscus rose-sinensis, Lantana 
camara, Grasses: Pentas sp., Ageratum conyzoides. The mark “*” means the observation 
place. 






Syzygium jambos 


Citrus depressa 







Murraya paniculata 


Fig. 1-b. The observation area in the greenhouse in 
Biopark of Adachi. The number of visiting 
butterflies to the roosting branch, the perching 
posture, the light intensity and the atmospheric 

Celtis boninensis temperature were recorded on the leaves of 

Murraya paniculata. The mark “*” means the 

observation place, around which the trees of 

Syzygium jambos, Arenga engleri, Citrus de- 

pressa and Celtis boninensis were found. 











の 大 きき は 東西 約 16 m, 南北 約 30 m, 高き が 最大 15 m の 空間 で あり , 天 井 と 3 面 が ガラ ス 張 り で ,11-3 
月 の 施設 内 の 設定 温度 は 8: 30-16: 30 は 20°C, 16: 30-8: 30 は 15?C と な っ て お り ., 温室 内 の 気温 を 見 な 
が ら 調 節 さ れ て いる . 1 階 部 分 と 2 階 部 分 か ら 成 り , 遊歩 道 で つなが る . 小さ な 滝 は 流れ と な っ て 池 に な 
る . 遊歩 道 の 周辺 に は ビ ロ ウ ァ zyszozg chinensis R. Br. var. subglobosa Bece, へ ヘ ゴ Cathea spinulosa Walt. 
ex Hook, タブ ノ キ Machilus thunbergii Seib. et Zucc., ガジュマル Ficus retusa L. 等 の 常緑 樹 , ハイビ スカ 
A Hibisucus rose-sinensis L., ラン タナ Lantana camara L. 等 の 落葉 広葉 樹 の 低木 , ペン タス Pentas sp., カ 
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Waterfall 





Fig. 2-a. The structure of the greenhouse in the insect ecological park of Tama Zoological Park. 
The circle shows a tall tree. Main plants are as follows. Tall trees: Erythrina variegata, E. 
crista-galli, Poinciana regia, Short trees: Lantana camara, Hibiscus rose-sinensis, 
Bougainvillea spectabilis, Stachytarpheta jamaicensis; Grasses: Stenotaphrum secundatum, 
Wedelia sp., Pentas sp. The mark “*” means the observation place. 






Bush of Lantana camara 


Erythrina carista-galli 


Fig. 2-b. The observation area in the greenhouse in the insect ecological park of Tama Zoological 
Park. The number of butterflies on and under the bush of Lantana camara, the perching 
posture, the light intensity and the atmospheric temperature were recorded. The mark‘*” 
means the observation place. 


ッ コ ウ ア ザ ミ Ageratum conyzoides L. 等 の 草本 が 生え を て いる . 昆虫 生態 園 の 大 温室 (Fig. 2-a) の 形 は 扇状 
で あり 面積 は 約 800 m* で 高き が 最大 15 m の 空間 で , 下部 を 除き 璧 3 面 と 天井 が ガラ ス 張 り で ある . 
10-6 月 の 設定 温度 は 18-23*?C で あり , 外気 温 に 応じ て 調整 し て いる . 2 階 か ら の 遊歩 道 が 園内 を 回 り 
な が ら 人 徐々 に 下がり 1 階 に 通じ る .1 階 に は 小さ な 溢 か ら 小 川 , そ し て 池 へ と つなが る 水辺 が ある . 遊歩 
道 の 両側 は 落葉 広葉 樹 の ラン タナ , ハイ ビスカス, ブー ゲン ビレ ア Bougainvillea spectabilis Willd., ホ ナ 
ガ ソ ウ Stachytarpheta jamaicensis L. EIER DH L Zo TOA., その 中 に 高木 の 落葉 広葉 樹 で ある デイ 
ゴ Erythrina variegata L. var. orientalis Merr., マル バ デ イ ゴ ち crista-galli L., ホウ オウ ボク Poinciana 
regia Bojer が 点 在 す る . 1 階 中 央 の 草原 に は セン ト オ ー ガ スチ ング ラス Stenotaphrum secundatum (Walt.) 
Kuntze, ウェ デリ ア Wedelia sp., ペン タス 等 が 生え て いる . 


本 種 が 何 か に 着地 し た 際 の , 次 を 展 次 標本 の よう に 水平 に 開い た 状態 , 次 を 開閉 させ る 状態 , お よび 
次 を 閉じ た 状態 を それ ぞ れ 開 交 個 体 , 開閉 個体 , 閉 次 個体 と 定義 し , 超 を 閉じ た 姿勢 の 場合 は 閉 甚 次 
SMES. そし て , 本 種 は 静止 し た 後 , すべ て の 個体 が 最終 的 に 次 を 閉じ て 夜 を 過ごす た め , 本 報 で は こ 
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の 状態 を 睡眠 姿勢 と 考え , 集合 行動 を 睡眠 場所 へ 向かう 行動 と みな し た . そし て , 調査 日 に お いて 
含 場所 に 初め て 個体 が 飛来 し た と き を 集合 開始 , 各 調 査 日 の 最大 個体 数 が 集合 し た と き を 集合 完了 , 
集合 し た すべ て の 個体 が 閉 吉 状態 に な っ た と き を 睡眠 完了 と 呼ん だ . 


本 種 の 日 周 活 動 の 傾向 を 知る た め に 生物 園 で 1997 年 10-12 月 に 不定 期 に 繰り 返し て 調査 を 行なっ た 
結果 , FEI DR な われ る こと が 分 か っ た の で , 1997 年 12 月 26, 31 日 と 1998 年 1 月 1 日 
の 午後 に 調査 を 行なっ た . 温室 1 階 の 通路 の 横 の 窓側 に 面 し た 場所 (Fig. 1-b) で 集合 し た 個体 数 と そ 
DEF (GO ARIRE) を - 30 か ら 17: 00 ま で 30 分 ご と に 調べ た . さら に 15: 30 以 降 は , ERETO 
17: 00 前後 ま で , 個体 数 の 変化 と 静止 姿勢 を 10 分 ご と に 調査 し た . 各 調 査 時 ( に 温室 内 の 環境 条 件 と し 
T, 気温 ・ 照 度 を 測定 し た . 気温 は 温室 の 2 階 (地上 約 4 m) の 日 陰 で アル コー ル 温 度 計 を , 照度 は ゲッ 
キッ の 木 の 横 で 光電 池 昭 度 計 model 2500 (共立 電気 計器 ) を 用 いて 測定 した. 調査 場所 の 周辺 に は フ 
b モモ Syzygium jambos (L.) Alston, クロ ソ ツ グ Arenga engleri Becc.. ヒラ ミレ モン Citrus depressa Hay, ゲ 
ッ キツ Murraya paniculata L., クワ ノ ハ エノキ Ce/s boninensis Koidz. が 植わっ て いた . 

















iu 























































































































昆虫 生態 園 で は , 2003 年 2 月 11 日 (13: 20-16: 30) CRAON TC, 2003 年 $ 月 3 日 (15: 35-17: 20) 
こ 2 階 の 入口 付近 の 周囲 に ラン タ i ats S58 CFT o 7: (Fig. 2-b). RAORLERANICS 
ける 個体 数 の 変化 と 静止 姿勢 を 観察 し .$ 分 ご と を 基本 に 個体 数 を 記録 する と と も に 敷 外 の 気温 を 熱 
電 対 Fluke52 (John Fluke) を 用 いて sate oe また , BOLO PBR Id 16: 40 以降 に 照度 計 IM-2U (Uchida) 
を 用 いて 測定 し た . 






































結果 
1. 日 周 活動 
生物 園 で の 1997 年 10-12 月 の 観察 で は , 本 種 の 活動 に は 次 の よう な 傾向 が 見 られ た . 


9: 00-10: 00: 日 光 浴 

10: 00-13: 00: 飛翔 ・ 摂 食 ・ 産 卵 
13: 00-15: 00: 日 光 浴 

15: 00-16: 00: 集合 (Fig. 3-a) 






































昆虫 生態 園 に お いて も 午後 に な る と 集合 行動 が 確認 きれ た . 2003 年 2 月 11 日 で は ブー ゲン ビレ ア の 
BORE m 程 の 範囲 内 に , 2003 年 $ 月 3 日 で は 地上 約 1 m の ラン タナ の 散 内 に ある 1 本 の 枝 の 周囲 
に 集合 し て いた . 


2. 集合 開始 か ら 睡 眠 完了 まで の 姿勢 の 変化 と 環境 条件 
(1) 生物 園 で の 観察 (冬期 ) 


本 種 は この 時 期 の 集合 場所 で ある 高き 約 2.5 m の ゲッ キツ ッ の 木 の , 高き 1.5-2 m の 日 の 当たる 枝 の 葉 
に 午後 13: 00-14: 30 か ら 徐 々 に 集合 し , 次 の 開閉 や 歩行 を 行なっ た . その 後 の 本 種 の 姿勢 と 位置 の 関係 
を 見 る と, 開 贅 個体 は 基本 的 に 葉 の 表 で , 開閉 個体 は 葉 の 表 と 裏 の 両方 で 観 祭 され た . 閉 期 個体 も 葉 
の 表 と 裏 の 両方 で 見 られ た が , 最終 的 に は 葉 裏 へ 移動 し た . 着地 し た 個体 の 姿勢 は , 集合 場所 へ 飛来 
し た と き に は 開 次 状態 や 開 閑 状 態 の も ゃ の が 多い が ., 時 間 が た つ に つれ て 閉 次 個 体 が 増加 し , 最終 的 に は 
全 個 体 が 閉 次 し た (Fig. 3). 


照度 お よび 気温 (Fig. 4) と 集合 行動 (Fig. 5) の 関係 を 見 る と, 12 月 26 日 は 13: 00 に 集合 を 開始 し た . 
この と き の 照 度 は 4.000 Ix CH "の の の 30 分 前 より も 8001lx 上 昇 し て いた . 気温 は 20.0'C で 集合 
開始 の 30 分 前 か ら 0.5 で 低下 し て いた . 14: 30 に 集合 は 完了 し た . この と き の 照 度 は 1,500 lx, 20.5*C で 
a 16: 50 に 睡眠 完了 と な っ た . この と き の 照 度 は 0 Ix, 気温 は 18.5?C で あっ た . 12H 31 日 は 14: 

に 集合 を 開始 し た . 照度 は 30 分 前 よ 0 5,500 lx 低下 し て 12,000 Ix, 気温 は 30 分 前 と 変わ ら ず 21.5°C 
ees 15: 30 に 集合 を 完了 した. その と き の 照 度 は 4.000 lx, 気温 は 21.0"C で あっ た . 17: 00 に 睡眠 を 
ZT LE. EDL SOME ILO 1x, 気温 は 18.0'C で あっ た .1 月 1 日 は 14: 30 に 集合 が 始ま っ た . その と き 
の 照度 は 30 分 前 より 約 11.000 Ix 低下 し 4,100 Ix, 気温 は 30 分 前 と 同様 に 24.0'C で あっ た .16: 00 に 集合 
を 完了 し た . EOL OREI 1,000 lx, 気温 は 22.07C で あっ た .17: 00 に 睡眠 を 完了 し た . その と き の 
照度 は 0 Ix, 気温 は 20.07C で あっ た . 
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Fig. 3. The posture of butterflies on the leaves. a. The start of aggregation behavior to the roosting 
branch of Murraya paniculata. Open/close wing posture and close wing posture were both 
observed. b. Aggregated sleeping individuals with the head turning toward the ground on a 
hanging leaf of fern. c. Aggregated sleeping individuals (opened wings and closed ones in- 
dividuals) on the back of the leaf. 














(2) 昆虫 生態 園 で の 観察 (春期 ) 


2003 年 5 月 3 日 に お ける 気温 お よび 照度 と 本 種 の 行動 (Fig. 6) を , 約 1.3 m2 SOF VIF ORE 
と 敷 内 に 分 け て 述べ る . 15: 35 (CHO RMS TMA DES LARET, ECA CH OH IH 
止 し た . 15: 50 に は 開閉 お よび 開閉 姿勢 が それ ぞ れ 3 個体 , 気温 は 27.5C と な っ た . その 後 個体 数 は 

徐々 に 減少 し , 17: 00 に は すべ て の 個体 が 表 の 表面 か ら 移動 し た . この と き の 周 度 は 3.00 Ix, 気温 は 
25.4?C で あっ た . 


一 方 , 15: 50 の 敷 内 の 観察 開始 時 に は 5 個体 が 集合 し て いた . 16:15 まで は 6 個体 で その 内 3 AROSE 
Lace その 後 集合 個体 数 の 増加 に と も な い 開閉 個体 や 開 次 個体 の 割合 が 増え た . し か し 17: 00 

に 閉 次 個体 の 割合 が 急増 し , 17: 20 に は 20 個体 の 内 19 個体 が 閉 欧 状態 で あっ た . BL © URIS BIA 
始 時 で は 27.5?C あ っ た が , 徐々 に 低下 し て 17: 00 に は 25.4*C に , 17: 15 に は 24.8°C に な っ た . RILOR 
REIA 16: 40 (21k 4,000 Ix &H o Ze A BML, 17: 15 に は 3.200 lx と な っ た . 


3. 睡眠 位置 と 睡眠 姿勢 (Fig. 3) 


生物 園 で は 集合 時 に 本 種 は , 地上 約 0.5-2 m の 高 さ の 枝 に ある 葉 の 表 と 裏 に 止ま っ た が (Hig. 3-a), 最終 
的 に は ほとん どの 個体 が 葉 の 裏面 (Fig. 3-c), ある い は 理 の 中 へ 移動 し て 睡眠 に 入っ た . ERZA 
衣 止 する 葉 が 水平 の 場合 は 体 も 水平 に 保ち Fig. 3-0), シダ 類 の よう に 下方 へ 垂れ 下がる 葉 の 場合 は 
頭 部 を 下方 に 向け た (Fig. 3-b). LCM EEA C, 触角 は 基部 を 合わ せ 先 端 を わずか に 開く 状態 で 前 方 へ 
fil し た (Fig. 3-c). 集合 か ら 睡 眠 へ の 過程 で , BHA (Fig. 3-c) と 開閉 姿勢 (Fig. 3-a) を と る 個体 が 観察 
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Fig. 4. The atmospheric temperature and the light intensity in the greenhouse in Biopark of Adachi 
(Dec. 26, 31 1997; Jan. 1, 1998). 


され た が , 触角 は 前 述 り よう に そろ え , 水平 に 開い た 冶 の 高 さ まで 前 方 に 倒し て いた . 
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本 種 の 睡眠 へ の 集合 行動 と 気温 ・ 照 度 と の 関係 を 要約 する と , 以下 の よう に な ろう . 


① 集 合 開始 時 刻 と 気温 や 央 度 の 間 に は , 明確 な 関係 は な い . た だ し , 昆虫 生態 園 (春期 ) の 方 が 生物 園 
(冬期 ) より 人 遅い 時 刻 に 集合 を 開始 する こと が 示唆 され た . 


② 集 合 行動 に お ける 個体 数 の 増加 割合 は , 気温 より も 照度 の 低下 と 関係 し て いる 可能 性 が ある . す な や わ 
ち , 集合 開始 は 1997 年 12 月 31 日 の 観察 で は , 14: 00 か ら 14: 30 の 間 に 照 度 が 17.500 lx か ら 12,000 1x 
へ と 5,500 lx 低下 し た と き に 起こ っ た . この と き 気 温 は 21.5 ee eo 1998 年 1 月 1 日 も , 
14: 00 か ら 30 分 の 問 に 照度 が 11,000 Ix 低下 し た と き (気温 は 変化 せ ず ) で あっ た . 集合 個体 数 の 増加 が 
最も 多かっ た の は , 12 月 31 日 で は 14: 30 か ら 30 分 間 に 集 合 活動 中 の 照度 の 低下 が 5,000lx で 最も 激 し 
いと き で あり (気温 は 変化 せ ず ), 全体 の 50% の $ 個体 が 集合 し た . 1 月 1 日 も 同様 に 15: 30 か ら 30 分 
間 に 集 合 活 動 中 の 照度 の 低下 が 2.200 Ix で 最も 激しい と x 全体 の 45% の 3$ 個体 が 集合 し た . この と 
oo C 低 下 し た . この 変化 は 気温 と は 無関係 な た め , 本 種 は 照度 の 変化 に 反応 し て 行動 し て い 

可能 性 が 考え られ る . 1997 年 12 月 26 日 は 午後 が 曇り の た め , 集合 と 環境 条件 の 関係 は 明瞭 で は な 
6 な お, 日 周 活動 に 体内 時 計 が 関わ っ て いる 場合 も あり , 本 種 の 集合 行動 が 12 月 31 日 と 1 月 1 日 の 
2 日 と も 14: 00-14: 30 と 重なっ た の は , 体内 時 計 の 影響 を 受け た 可能 性 も 考え を られる. しかし, 12 月 26 
日 は 12: 30-13: 00 に 集合 行動 が 開始 され て お り , 断定 は で き な い . 


③ 集 合 完了 後 の 本 種 の 姿勢 は 「 開 副 姿 勢 一 開閉 姿勢 一 閉 學 姿勢 | と 変化 し た . 姿勢 の 変化 と 環境 条 
件 と の 関係 で は , 明確 な 傾向 は 見 られ な か っ た が , 今 回 の 観察 で は , 気温 に 関係 な く 照 度 が OIx の と き 
に 睡眠 が 完了 する こと , 照度 が 20 lk まで 下がっ て も 開閉 個体 ( 圭 を 動か し て いる 個体 ) が いた こと が 確 
認 き れ た . 了 睡眠 完了 が 0lix で 起こ る こと は オオ ゴマ ダラ で も 観察 きれ て お り GEM - HA, 2001), 照度 
が チョ ウ 類 の 睡眠 行動 に 深く 関わ っ て いる と 推 宗 され る . 昆虫 生態 園 で の 観察 で は , 照度 が 3,000 lx 
あっ て る も 睡眠 が 完了 し た . し か し , この 照度 は 夢 外 で 測定 し た も の で あり , 実際 に は 本 種 は 華 内 に 集合 … 
し 睡眠 し た の で , 敷 内 の 照度 を 調べ る 必要 が ある . 


本 種 の 睡眠 行動 を オオ ゴマ ダラ と 比較 する と , オオ ゴマ ダラ は 敷 の 中 へ は 入ら ず 開 けた と ころ で 16 
時 頃 か ら 睡 眠 に 入っ た の に 対し ( 津 吹 ・ 瀬 田 ,2001), カバ タテ ハ は 14 時 頃 か ら 環 の 中 へ 入り 睡眠 行動 
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Fig. 5. The behavior of aggregation in butterflies for sleeping in Biopark of Adachi. a. Dec. 26, 
1997. b. Dec. 31 1997. c: Jan. 1, 1998. I: Start aggregation, II: Accomplish aggregation, 
HI: Accomplish sleeping. 





を 開始 し た . REPRO AY, 前 者 より も 早い 時 間 帯 か ら 睡眠 行動 を 開始 する 可能 性 の 1 つと し 
T, 太陽 の 較 射 熱 か ら 逃れ 体温 を 低下 させ る 行動 と 考え られ る . また , 集合 し て か ら 睡 眠 ま で の 姿勢 
の 変化 や 閉 の 開閉 行動 も , 体温 調節 と 関係 が あり うる . チョ ウ 類 は 気温 で 示さ れる 外気 温 に 身 を 任せ て 
体温 調節 を し て いる の で は な く , 照度 に 関係 する 幅 射 熱 に より 体温 を と 上昇 させ , また, 生息 場所 や 体 
位 を 変え る な ど に より 冷却 を 積極 的 に 行なう こと で 体温 調節 を し て いる (Heinrich, 1993). そし て , Kile 
(1996) に よれ ば 体温 冷却 法 は 生活 環境 に 違い に より 2 つの グル ー プ に 分 けら れ , 「 樹 表面 や オー プン 
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Fig. 6. The environmental factors and the comparison of the aggregation and change of the ratio in 
posture for sleeping between butterflies on the bush and in the bush in the insect ecological 
park of Tama Zoological Park (May 3, 2003). 


ラン ド の チョ ウ | は 背中 を 太陽 に 垂直 に 向け , WEH U TWENTE V DDD AMAA & EMT TZ 
の に 対し て , 「 森 の チョ ウ | は 森 の 中 に 入り 太陽 幅 射 熱 を 逃れ る こと で 体温 調節 を 行なっ て いる と い 
う . オオ ゴマ ダラ と 本 種 の 睡眠 行動 は ) それ ぞ れ この 2 つの タイ プ に 類似 し て いる . 生息 環境 か ら は , 
オオ ゴマ ダラ は 「 森 の チョ ウ 」 に , 本 種 は 「 オ ー プ ン ラ ンド の チョ ウ 」 に 属す る と 考え られ , 大 崎 
(1996) の 記述 と は 冷却 行動 が 逆 の よう に 思え る が , 体 色 や 胸部 の 太 さ が 体温 と 相関 が 高い こと が 示さ 
れ て いる の で (大 崎 , 1996), 生息 環境 と は 必ず し も 行動 が 一 致し な い 場 合 も ある と 考え られ る . 
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この 報告 を する に 当たり , 筐 波 大 学名 誉 教 授 安藤 裕 先 生 , 南山 大 学 総合 政策 学部 教授 江田 信 豊 博士 に 
原稿 の 校 閥 を お 願い し , 有益 な 助言 を いた だ いた . 東京 都 和 王子 市 の 松井 安 俊 氏 に は 睡 眠 行動 に 関す る 
助言 を いた だ いた . eee aie し 上 げ る . また , 財団 法人 足立 区 水 と 緑 の 公社 環境 保全 部 生物 園 の 当 



































時 所 長 で あっ た 八代 隆 氏 に は 温室 内 で 観察 する こと を ., 多摩 動物 公園 の 当時 の 園長 で あっ た 土居 利 
ERIM COMBMR EM ELAN BOL EB LC ont, 心から 大 
Re ae 

岳 要 





カバ タテ ハ 成 虫 の 睡眠 に 関す る 行動 を 温室 内 で 調べ た . 本 種 の 日 周 活動 は 主 に 午前 中 で あり , 14: 00- 
15: 00 に な る と ミ 合 し て 静止 し た . チョ ウ は 集合 開始 後 稚 々 に 個体 数 を 増加 させ , BLAH TAA 
> BAP > BP] と 変化 し た . 集合 開始 と 気温 や 照度 と の 間 に 明 確 な 関係 は 認め られ な か っ た . し か 
し , 集合 の 経過 は 照度 の 変化 と 関係 が 深く , 生物 園 (冬期 ) で は 照度 の 低下 速度 が 大 きい ほど 速く 集合 
し , 睡眠 完了 は 集合 場所 の 照度 が 0 lx に な っ た と き で あっ た . ARERR (春期 ) で も 睡眠 完了 は 照度 と 
関係 し , チョ ウ が 日 光 浴 の た め に 集合 し た 後 , 低 照 度 の 敷 内 へ 移動 し た . 睡眠 完了 の 時 刻 は 両 時 期 と 
も ほぼ 17: 00 で あっ た . 


本 種 の 睡眠 へ の 入り 方 は オオ ゴマ ダラ と は 異な り , 早い 時 刻 に 睡眠 場所 へ 移動 し た 後 時 間 を か け て 
姿勢 を 変化 させ 睡眠 し た . これ ら の 行動 は 体温 調節 に 関係 する 可能 性 が 考え を られ た . EARLY & FA 
C, 触角 は 基部 を 合わ せ 先 端 を わずか に 開く 状態 で 前 方 へ 倒 した. 
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Summary 


Sleeping behavior of the butterfly, Ariadne ariadne pallidior Fruhstorfer (Lepidoptera, Nymphalidae) was 
studied in the greenhouse environment. The number of butterflies visiting the roosting branch, the perching 
posture, the light intensity and the atmospheric temperature were recorded. Butterflies were active in the 
morning. In the afternoon they started to aggregate in the roosting areas where their number increased gradu- 
ally. The butterflies tended to adopt “open—open/close—close” wing posture. The actual start of the aggre- 
gation had no clear relationship to the atomospheric temperature and the light intensity. But the following ag- 
gregation of butterflies was strongly related to the light intensity. In winter the faster the light intensity 
dropped, the more the butterflies aggregated, and all individuals fell asleep when the light intensity became 0 
Ix. In spring the sleeping pattern of butterflies was also influenced by the drop in light intensity. In this case 
they flew into the bush, where the light intensity was low, as a roosting place after aggregation on the bush for 
radiant heat. 


In contrast with the sleeping behavior of Idea leuconoe liukiuensis Holland, the interval in Ariadne ariadne 
pallidior between perching on the roosting place and falling asleep and changing posture was much longer. 
This behavior was considered to be related to thermoregulation. The sleeping posture comprised closed wings 
and antennae bent forward with bases close together and the apices a little open. 
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